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【初めに】 

早稲田大学庭球部は、１９０３(明治３６)年に

誕生。設立当時は軟球を使用していた。１９０４

年、創部の翌々年の春、強力な新人が入部し、さ

らにテニスにも強い野球部の選手が野球のユニフ

ォームを着て出場するなどの創意工夫の結果、初

めて高師を破った。高師を破った早稲田と高商を

破った慶応との戦い、第一回早慶戦が秋に三田の

慶応コートで行われたのは、その秋のことだった。

結果は引き分けだった。 

現在庭球部は全日本大学リーグのトップである

関東大学テニスリーグでは１部に在籍しトップに

君臨している。また全国の大学対抗戦で一番大き

な全日本大学対抗テニス王座決定試合では、男子

９連覇女子８連覇アベック８連覇をしており、特

に男子に関しては未だかつてない連覇を続けてい

る。 

 

【研究目的・方法】 

 現在庭球部は、男女共にどの大学も成し遂げて

いない連覇を更新し続けている。その中で連覇の

プレッシャーに打ち勝つために、練習量、トレー

ニング量が増え、ケガをする選手が多くみられる

ようになった。本研究は庭球部員のケガ、障害調

査を行い更なる連覇を成し遂げられるよう、分析

したデータを現役部員に反映していきたい。 

早稲田大学庭球部員全員を対象に、男子３５人、

女子２７人にアンケート調査を行った。行ったア

ンケートは、性別、経験年数、レギュラーである

か。また入部前入部後で分け、ケガをした部位、

病名、時期、原因、トレーニング方法、治療法で

ある。 

 

【調査結果と考察】 

 入部前から見ると、男子は腰が１４％と一番多

く、続いて手首１１％、肘が８％となった。女子

も腰が１８％と高く、手首、膝が１１％となった。

またケガをしたことが無いという結果に男子は４

６％、女子３７％という高い数値が出た。さまざ

まな病歴をもった部員が集まっているが、男女共

に腰椎分離症が多いことがわかった。高校生の時

期にケガが多いという結果が出たのは、高校生か

らは部活動に入り、人によってはテニススクール

も一緒に通う人が増えるのではないかと考えた。

男女共にケガの原因はオーバーワークが原因であ

ると回答した。男女共にケガをしている時はトレ

ーニングをやっていないという回答が一番多かっ

た。男子の場合は安静、マッサージが一番多くこ

の２つが半分を占めている結果となった。 

 女子はマッサージ、通院が一番多く約半分を占

めた。男子は安静が一番多かったが女子は一番低

いことが分かった。 

 入部後については、男子は足首が一番多く、

膝、肘、手首が６％となった。女子は膝が１７％、

腰が１４％、足首、脛が１０％となった。特に女

子は腰を含めて５１％が下半身のケガである。ま

た入部後にケガをしていない男子は６５％、女子

２４％と男女で大きく差が生まれた。男子は捻挫、

TFCC損傷が多く、女子は椎間板ヘルニア、シンス

プリント、捻挫が多いという結果がでた。男子は

１、２年生が入部後に１人もケガをしていないと

いう結果がでた。３、４年生に関しては今年ケガ

をするものが多い。３、４年生の部員が下級生の

頃は４人だったのに対し、上級生になると８人に

なりケガ人が２倍に増えていることが分かった。

ケガをした原因男子は練習中に足をひねったが４

６％を占め、続いてオーバーワークが２３％とい

う結果になった。女子は７０％がオーバーワーク

という結果がでたのだが、オーバーワークと答え

た１４人中１２人は今年ケガをしている。男子は

入部前トレーニングを１７人中７人しかやってい

なかったのに対し、入部後は１２人中８人とケガ

をしている中トレーニングをする人が増えている。

女子は入部前１２人中２人しかやっていなかった

のに対し、１９人中１０人がケガをしている中ト

レーニングを行っていて女子も増えていることが

分かった。男女共に入部前に比べてアイシングを

行うものが増えた。男子は入部前通院が１５％に

対し、入部後は３１％に増え約２倍に増えた。女

子マッサージ、通院、アイシングが７５％以上を

占めている。女子はマッサージが入部前、入部後

変わらず一番多く男子よりも、ケガをしたらマッ

サージに行く傾向があることが分かった。 

 

【まとめ】 

 早稲田大学庭球部が全日本大学対抗テニス王座

決定試合で、連覇をする度に連覇のプレッシャー

を打ち破る為、長時間の練習でケガをしてしまっ

ていると考える。しかし勝負どころで強気でプレ

ーできる早稲田の強みはこの長時間の練習を行っ

てきたからこそできるものである。したがって練

習量が多いことは仕方のないものの、疲労を残さ

ぬよう、今までの庭球部に無かったクールダウン

の時間を設けるべきであると考えた。 
 


	【初めに】
	早稲田大学庭球部は、１９０３(明治３６)年に誕生。設立当時は軟球を使用していた。１９０４年、創部の翌々年の春、強力な新人が入部し、さらにテニスにも強い野球部の選手が野球のユニフォームを着て出場するなどの創意工夫の結果、初めて高師を破った。高師を破った早稲田と高商を破った慶応との戦い、第一回早慶戦が秋に三田の慶応コートで行われたのは、その秋のことだった。結果は引き分けだった。
	現在庭球部は全日本大学リーグのトップである関東大学テニスリーグでは１部に在籍しトップに君臨している。また全国の大学対抗戦で一番大きな全日本大学対抗テニス王座決定試合では、男子９連覇女子８連覇アベック８連覇をしており、特に男子に関しては未だかつてない連覇を続けている。
	【研究目的・方法】
	現在庭球部は、男女共にどの大学も成し遂げていない連覇を更新し続けている。その中で連覇のプレッシャーに打ち勝つために、練習量、トレーニング量が増え、ケガをする選手が多くみられるようになった。本研究は庭球部員のケガ、障害調査を行い更なる連覇を成し遂げられるよう、分析したデータを現役部員に反映していきたい。
	早稲田大学庭球部員全員を対象に、男子３５人、女子２７人にアンケート調査を行った。行ったアンケートは、性別、経験年数、レギュラーであるか。また入部前入部後で分け、ケガをした部位、病名、時期、原因、トレーニング方法、治療法である。
	【調査結果と考察】

